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　具合が悪くなったときや、けがをしたときの備えはできていますか。いざというときに慌てない
よう、普段から救急時の備えをしておきましょう。
救急箱の中身を確認しましょう
あると良いもの体温計・三角巾・はさみ・とげ抜き・包帯・救急ばんそうこう・ガー
ゼ・ガーゼ止め用テープ、常備薬（使用期限を確認）
救急車を呼ぶ前に知っておきましょう
〇�緊急性がなく、自力で病院に行けるときは救急車以外の交通手段を使いましょう
〇�救急車を呼ぶか迷ったら、電話で＃7119へ相談するか、インターネットを
利用して東京版救急受診ガイドで確認しましょう
〇�新型コロナウイルス感染症対策のため、できるだけ患者・付き添いの方は検
温し、マスクを着用しましょう
●�新型コロナウイルス感染症が疑われる場合の相談は電話でかかりつけ医また
は相談機関へ
　相談機関多摩立川保健所☎（042）524-5171（月～金曜日午前9時～午後5時）
　　　　※それ以外の時間＝☎（03）5320-4592

→保険年金課（内547）

99月月99日は日は救急救急のの日日

地域包括支援センターの
イベント

共通事項　e無料
　　　　　m�9月2日（水）から電話で各地域

包括支援センターへ※先着順

転倒予防教室
楽しみながらできる歩行改善と転倒予防

ふまねっと

9月9日（水）午前10時～11時30分
本多公民館

網を踏まないようにゆっくり慎重に歩くふま
ねっと運動を体験してみませんか
tおおむね65歳以上の市内在住の方
kふまねっとサポーター　c20人
i�地域包括支援センターほんだ☎（042）300-�
2339
f運動しやすい靴・飲み物

家族介護者交流会
ＮＨＫスペシャル番組

「認知症の第一人者が認知症になった」の
鑑賞会

9月12日（土）午後1時30分～3時30分
さわやかプラザ

番組を鑑賞し、日頃の介護の悩みなどを一緒
に話してみませんか
t65歳以上の方、介護している方　c5人
i�地域包括支援センターもとまち☎（042）
401-0035
f上履き・飲み物

→高齢福祉課☎（042）321-1301

下水道下水道のの日日月 日は9 10
　家庭や工場からの汚水は、下水道管を通して多摩川
流域の水再生センター（下水処理場）に集められ、き
れいに処理をし、河川・海へ流しています。下水道は、
快適な生活環境を維持し、大雨による浸水被害から市
民生活を守り続けています。快適に使い続けるために、
ご協力をお願いします。

詰まり・爆発の原因になります詰まり・爆発の原因になります
下水道に流してはいけないものの例下水道に流してはいけないものの例

〇�鍋や皿に付いた油汚れは拭き取り
ましょう
〇�古い油は吸い取るか固めて燃える
ごみに出しましょう
〇�残った油はこし器に移し、使い切
りましょう

→下水道課☎（内438）

紙おむつ・生理用品 ガソリンやシンナーな
ど揮発性の高い危険物

水に溶けにくい
ティッシュペーパー

生ごみ 割りばし

油 落ち葉

　雨水浸透ますは、湧水と地下水の保全に役立ち、
大雨の時に下水管に流れる雨水を抑制し、処理場の
負担を軽減する効果があります。既存住宅に設置す
る場合のみ、費用を市が負担できることがあります。
詳しくはお問い合わせください。

雨水浸透ます

樹木ほか

雨水浸透ますを設置しませんか雨水浸透ますを設置しませんか

油を流さないために油を流さないために

定期的に
維持管理をしてね

川や海の良好な水環境を
維持するためにも、下水
道に油を流さないでね


